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これは驚くべき、非常に集中的で幅広いプログラムであ
り、私はそこから多くの新しいことを学びました。このプ
ログラムに参加して、多くの新しいことや日本の文化・教
育について、もっと学びたいという気持ちになりました。
 （キルギス・・大学院生・・女性・・26歳）

私にとって特別な体験でした。私は他の国のことも知っ
ていますが、日本に匹敵する場所はありません。私は日
本文化と人々の生き方に感銘を受け、日本人との交流で
心の安らぎを感じました。日本の大学は非常に設備が整
っているので、 私の国がいつかそのレベルに達すること
を願っています。 （コロンビア・・大学院生・・男性・・27歳）

自然災害に関して、特に、地震の予測できない動きと、破
壊力の強い津波について、理解を深めることができまし
た。その対策となる地震学や最新の技術についても学び
ました。災害に耐える建設設計の構築や、農業研究は非
常に有益です。このプログラムで学んだことを、サモア
で役立てたいです。 （サモア・・大学生・・男性・・20歳）

病院や介護施設で、人々が自由に意見を交換している姿
は目を見張るものがありました。日本の介護システムの、
人中心の特徴に感銘を受け、シンガポールでその考え方
を採用するには何が必要かを考えました。また、システ
ムは包括的に見えましたが、ケアのコストはかなり大き
いようにも感じました。そのため、制度の有効性につい
て妥協せずに、コストのバランスを改善するためには何
ができるかを検討しました。私たちの考察の共有が、最終
的にはサービスとイノベーションの向上に役立つことを
願っています。 （シンガポール・・大学生・・男性・・24歳）

タイと日本の研究者を結びつけ、関係を強化することが
できました。友情と学術的なネットワークが始まり、日
本との継続的な交流は確かなものになりました。私が引
率した学生たちは、日本で特に災害管理で博士号を取得
することを熱望しています。これからの私の役割は、自
分の大学の教授を長崎大学の教授に紹介することで、こ
れにより、日本の大学との共同活動や研究を大幅に拡大
することができると思います。 （タイ・・教員・・男性・・35歳）

ゲノム研究の方法について、さらに知る機会を与えてく
ださり本当に感謝しています。研究方法とツールの実際
的なサポートに加えて、日本人の仕事と研究に対する厳
格で繊細な態度からカルチャーショックを受け、多くを学
びました。さらに、最先端のテクノロジーと日本の文化を
知ることができました。 （台湾・・大学院生・・男性・・25歳）

日本への最初の好奇心から、その後の日本のさまざまな
習慣や独特の国民的精神の理解に至るまで、さくらサイ
エンスプランに参加して意識が変わりました。さらに、
科学研究をはじめ、多方面にわたり視野が広がりまし
た。今回のプログラムで日本人から学んだ科学研究の精
神はとても貴重です。日本人とのコミュニケーションの
過程で、自分の欠点を見つめ直すことができ、また、学習
の必要性を深く実感しました。

（中国・・大学院生・・男性・・26歳）

過去に起こった大気汚染や環境に優しいエコカーについ
て、日本人が何を考えたのか、またコミュニティが大気汚
染を減らすために、どのように努力したかを学びました。
この学びを母国に持ち帰り、パラオを今日よりきれいに
します。 （パラオ・・高校生・・女性・・15歳）

日本の食べ物や文化を直接体験することで、塩分を減ら
す方法を学ぶことができました。日本人とフィリピン人
は食べ物の好みに微妙な違いがあり、塩分摂取量はフィ
リピン人の方が多いです。ライフスタイルと食事を学ぶ
ことで、なぜ、心血管疾患がフィリピンでの主要な死亡
原因であるのかを理解できました。
 （フィリピン・・大学生・・女性・・19歳）

来日前は、日本映画の中の生活は本当なのかと思ってい
ましたが、来日して、なぜ映画があれほど美しいのかが分
かり、感動しました。さらに、プログラムで出会ったフレ
ンドリーで機知に富んだ生徒や先生たちに、非常に感銘
を受けました。そして最も重要なのは大学の教育環境で
す。私はこのプログラムから最新の技術を学んだり、勉
強だけでなく実生活にまつわることも身に付けることが
できました。 （ベトナム・・大学生・・女性・・20歳）

テクノロジーと自然の両方の組み合わせが、日本の発展
と社会経済に大きな役割を果たしていることを知りまし
た。人々は生活の質を改善することに熱心であるだけで
なく、自然を無視しないことが持続可能なライフスタイ
ルにつながる、ということを証明しています。このような
取り組みを、マレーシアの人々にも広めたいと思います。
 （マレーシア・・大学生・・男性・・21歳）

私は新しい視点と世界に導かれたと感じました。インタ
ーネットの情報でしか、日本の実生活についての印象が
なかったので、滞在中の一瞬一瞬に言い尽くせないほど
感謝しています。いろいろな場所を訪れることができて、
夢のような時間でした。 （モンゴル・・高校生・・男性・・16歳）

アンケート調査結果
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3. メディアでの報道

掲載日 媒体名 タイトル 関連機関
2019年
5月10日 日本教育新聞 科技振興機構のアジア交流、高校生は台湾からが最多に JST

5月20日～
４回シリーズ 文教ニュース 日中大学生交流会　日本の学生・教職員400人招待　大連理工大が大交流会 JST

5月28日 niftyニュース 中国の発展は日本、アジア、世界の利益―谷野作太郎（日中友好会館顧問、元駐中国大使） JST
7月10日 信濃毎日新聞 互いの文化や研究語り合い　ブラジルの大学生ら、信大の講義に参加 信州大学

7月10日 日刊工業新聞 高専生の国際ハッカソン　先端ポリテクニック人材育成推進協議会 （一社）先端ポリテクニッ
ク人材育成推進協議会

7月19日 青森テレビ 弘前大学-大連理工大学との交流プログラム 弘前大学
7月29日 東北放送「Ｎスタみやぎ」モンゴル高専生との交流プログラム 仙台高等専門学校
8月2日 科学新聞 「日本・アジア青少年サイエンス交流事業」第２回審査交流計画決定 JST
8月2日 山陰中央新報 政治の溝越え交流深化　島根県立大－韓国・大邱保健大　共通課題解決へ相互研修 島根県立大学

8月27日 exciteニュース他
京都産業大学生命科学部と大学院生命科学研究科は、大韓民国・タイ王国・インドネシア共和国か
ら研修生を受け入れ、食と生命科学を理解するグローバル人材の育成に取り組む―JST採択事業
「さくらサイエンスプラン」

京都産業大学

8月30日 日刊工業新聞 高専生ハッカソン開催　先端ポリテク人材育成推進協　国際交流コミュ力磨く　地場企業との接点
構築

（一社）先端ポリテクニッ
ク人材育成推進協議会

9月4日 新潟日報 ウニの生態に熱視線　海外大学生が臨海実習　達者 新潟大学
10月1日 建設通信新聞 先進的建築生産学ぶ　マレーシアの私大　UTAR招きＷＳ　芝浦工大 芝浦工業大学
10月2日 日刊建設工業新聞 芝浦工大　マレーシアUTAR学生とワークショップ開く　建築生産技術で相互交流 芝浦工業大学
10月5日 中日新聞 中国人研修生が浴衣着付け体験　中部大 中部大学
10月7日 Yahoo!ニュース他 東南アジア学生ら鉱山廃水処理を見学　日立 早稲田大学
10月8日 上毛新聞 ３ＤＣＧ学び交流　モンゴルと群馬高専の学生　前橋 群馬工業高等専門学校
10月9日 朝日新聞（茨城県版）他 アジアの学生ら、科学技術を体験　ＪＸ金属日立事業所／茨城県 早稲田大学
10月18日 電気新聞 関電大阪支社、プノンペン大・大阪府立大の学生に日本の電力技術紹介 大阪府立大学
10月21日 日刊建設工業新聞 水路など構造物保存・活用を議論　東京理科大学国際シンポジウム 東京理科大学
10月27日 西日本新聞 熊本県／水俣病から持続社会学ぶ　水俣市で海外の大学院生ら　海再生の講義など聞く 熊本県水俣市
10月30日 中日新聞 「文化を大切にする印象」　インドネシア高校生　県内大学巡る 静岡県
10月31日 山形新聞 米沢市　山形大工学部をタイの大学生が訪問　広がる知識、交流の輪 山形大学
11月7日 毎日新聞（大分県版） 交流：タイの高校生１３人「１日入校」　舞鶴高で交流　書道など体験／大分 大分大学
11月22日 科学新聞 さくらサイエンスプラン５周年シンポジウムを開催 JST
11月25日 文教ニュース JST、中国からの招へい１万人記念セレモニーも　さくらサイエンスプラン5周年シンポジウム開催 JST
11月26日 富山新聞 インドＡＰ州から大学生が県庁訪問 富山県
11月26日 北日本新聞 インドの大学教授ら表敬　県庁 富山県
12月3日 全私学新聞 さくらサイエンスプラン５周年　シンポ開催　成果発表会・全体会議　科学技術振興機構 JST
12月14日 中日新聞（津市民版） 津高の科学研究に興味　中国四川省の生徒が見学　水切りの発表に質問続々 （一社）ときの羽根
12月14日 下野新聞 足利大で最新技術学ぶ　マレーシアの高校生10人 足利大学

12月16日 西日本新聞 福岡県／中国の高校生らがドクターヘリ見学　久留米大／筑後 （公財）福岡アジア都市
研究所

12月23日 南日本新聞 モンゴル高専生が見学　曽於市の工場 都城工業高等専門学校
2020年
1月22日 西日本新聞 筑後川の治水を学ぶ　山田堰など　マレーシアの学生視察 （公社）日本マレーシア

協会
1月23日 毎日新聞（Web版）他 プレスリリース「南開大学（中国・天津市）の学生が成蹊大学を訪問」 成蹊大学
1月29日 富山新聞 タイ、ベトナムの院生が学長表敬　富大 富山大学
2月20日 日本経済新聞（電子版） 宇都宮大とベトナムの大学、宇都宮駅西側案で発表会・ 宇都宮大学
2月24日～
２回シリーズ 文教ニュース 「さくらサイエンスプラン」でインド行政官・研究者招へい　第２回日印大学交流会も開催 JST

● 2019年度のプログラムについて国内・海外メディアで取り上げられた主な記事
〈国内〉

2019年度に日本国内で展開された、さくらサイエンスプランのプログラムについて、多くのメディアに
取り上げていただきました。その数は224件（国内メディアが130件、海外メディアが94件）となりました。

資　　料 

〈海外〉
掲載日 媒体名 タイトル 関連機関
2019年
4月11日 Línea・Directa（メキシコ） Dos・estudiantes・sinaloenses・irán・de・intercambio・científico・a・Japón JST

4月22日 Fledu.uz（ウズベキスタン） EXCHANGE・PROGRAM・“SAKURA・SCIENCE・PLAN” JST

5月1日 The・Tribune（インド） Japanese・ learning・style・ fascinates・city・students・ Imbibe・punctuality・during・science・
exchange・programme　 JST

5月9日 人民網・日本語版（中国） 中日の大学で両国の学術交流を促進 JST
5月14日 The・Telegraph（インド） Japan・calling・brainy・schoolboy・duo・from・Jharkhand JST

次ページへつづく →



〈海外つづき〉

メディアでの報道

●掲載内容の一部紹介

掲載日 媒体名 タイトル 関連機関
6月9日 Brunei News（ブルネイ） Delegation Japan bound for Sakura Science High School Programme JST
6月21日 QS WOW NEWS （イギリス） Engineering students of President University goes to Teikyo University Japan 帝京大学
7月25日 La Voz de la Región（コロンビア） Jóvenes investigadores huilenses podrán acceder a beca Sakura en Japón JST
7月26日 The Star（マレーシア） University sets up AI and robotics faculty 名古屋工業大学

8月21日 THE FORTRESS （パキスタン） Pakistani High School Students to Visit Japan under the SAKURA Science Plan 東京都立科学技
術高等学校

9月11日 RADAR BOGOR（インドネシア） Ikuti Sakura Science Program, Sepuluh Mahasiswa IPB University Terbang ke 
Negeri Sakura Seba 愛媛大学

9月12日 新華網（中国） 中国驻日使馆举行中国科技发展报告会等活动 JST
9月20日 Patrocínio Online（ブラジル） Estudante do IFTM Campus Patrocínio é selecionado para intercâmbio no Japão JST

9月26日 HORA724.com （コロンビア） Cinco estudiantes de Ondas Atlántico seleccionados para participar en el 
programa Sakura Science 2019 en Japón JST

9月28日 Canal 13 San Juan TV
（アルゼンチン） Lo hicieron de nuevo: la Escuela Obispo Zapata Becada para ir a Japón JST

10月28日 ANTARA NEWS（インドネシア） UKPI FKIP Unismuh Makassar buka seleksi pertukaran mahasiswa ke Jepang 金沢工業大学

11月8日 Bernama.com（マレーシア） Sakura Science Exchange Programme', kerjasama UTHM dengan empat universiti 
empat negara 名古屋工業大学

11月12日 日本新華僑報網（中国） 五年华枝硕果　樱花科技计划成功促成41个国家3万青少年访日 JST
11月14日 El Cóndor（チリ） Estudiantes de Chépica son seleccionadas para programa de Intercambio en Japón JST
11月20日 New Straits Times（マレーシア） Sakura promotes research and cultural exchanges JST
11月21日 Hindustan Times(インド） IIT Kanpur to run a short course on Brain Inspired Robotics from November 25-28 九州工業大学
2020年
1月12日 Andina（ペルー） Estudiantes peruanos viajan a Japón para realizar pasantía científica Son estudiantes 

que pertenecen al tercio superior de su promoción y son investigadores 宮崎大学

1月25日 Depok News（インドネシア） Beri Bekal Mahasiswa Hadapi Era Society 5.0, Universitas Gunadarma Gelar 
Seminar Pengembangan Softskill & Cross Culture Ke Jepang 工学院大学

2月1日 連合新聞網（台湾） 日本櫻花科技計畫 將甄選30名高中生、5帶隊老師出團 JST
2月7日 Radar Banyumas（インドネシア） Tiga Mahasiswa Unsoed Dikirim ke Jepang 福井大学

2月25日 Babushahi.com （インド） Labourer’s daughter Tania to participate in Sakura Science Competition in Japan JST

2019年5月14日／
The Telegraph（インド）

2019年9月26日／
HORA724.com（コロンビア）

2019年11月26日／
富山新聞

2019年10月7日／ Yahoo!ニュース

2019年8月21日／
THE FORTRESS（パキスタン）

2019年6月9日／Brunei News（ブルネイ）

2019年12月14日／中日新聞 津市民版

2019年7月26日／The Star（マレーシア）

2019年10月30日／中日新聞

25




